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情 報 公 開 制 度
個人情報保護制度 運用状況について

情報公開制度

個人情報保護制度

請  求  件  数 25 件

処理状況

公　開 10 件

一部公開 ６件

非公開
（うち、資料など不存在）

６件
（３件）

取下げ ３件

不 服 申 立 て ０件

実施機関 情報公開
請求件数

軽 易 な 情 報
公 開 件 数

市　長

総務部 ３件 325 件

政策経営部 ２件 ９件

市民部 ２件 ０件

産業部 ４件 ０件

建設部 ４件 321 件

教育委員会 ２件 ０件

選挙管理委員会 １件 ０件

水道事業管理者 ２件 346 件

消防長 １件 ０件

議会事務局 １件 １件

計 22 件 1,002 件

年　度 諮問件数 答申件数

23 年度 ２件 １件

24 年度 ９件 ７件

25 年度 ８件 10 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況

■実施機関別請求状況

せら知お

▶情報公開請求の内訳　【25 件】
● 平成 25 年度市上水道産業廃棄物処理業務委託、市工業用水道産

業廃棄物処理業務委託の入札の参加業者と入札の価格
● 平成 24 年度総合流域防災事業煤屋川（新田橋）改修工事の金入

りの切抜き設計書
● 平成 24 年度社会資本整備総合交付金事業都市計画道路陣内白野

線（白野２号線）橋梁下部工事の金入りの切抜き設計書
● 平成４年の地籍調査時の境界確認と調査成果の確認を行った者を

特定する書面
● 火災の出火原因
● 中学校の生徒指導要録
● 市民活動中の事故、市道・農道に係る事故を補償する損害保険契

約の加入内容がわかる資料、平成 20 〜 24 年度の保険金支払い
状況がわかる資料

● 用地の一部取得に係る土地売買契約締結時の図面
● 社会福祉法人の現況報告書（貸借対照表、事業活動収支計算書）
● 地番図の加除修正業務委託契約の成果品としての地番図データ
● 官民境界確認に関する資料
● 平成 25 年度区長名簿
● 平成 25 年度分の保険証券などの写し（市が所有または管理する

施設などに付保している損害保険、市が所有または管理する施設
などにおいて、管理を業務委託または指定管理している場合、業
務委託・指定管理業者が加入している損害保険、市が所有する公
用車の自動車保険、上下水道に関わる賠償責任保険・機械保険な
ど、コミュニティ活動にかかわる傷害保険・賠償責任保険、市が
所有または管理する航空機・船舶などに付保している航空保険・
船舶保険、市が所有する医療機関に付保している賠償責任保険な
ど、教育委員会・選挙管理委員会・市議会に関係する損害保険）

※請求には、同じ内容での請求があったため、請求件数と異なって
います。

▶開示請求の内訳　【５件】
● 地籍調査票、平成２年度地籍調査地区土地所有者名簿、地籍調査結

果閲覧表、一筆地調査図、仮閲覧における誤りなど訂正申し出調書
● 中学校における骨折事故に関する書類、骨折事故に関して独立行

政法人日本スポーツ振興センターに提出した書類など、いじめに
関する書類、中学校の指導要録

● 印鑑登録証明書の発行履歴
※その他軽易な個人情報の開示（17 件）

◆伊万里市個人情報保護審査会
　市が保有する情報を目的外利用・外部提供などをする場合は、審

査会で諮問・答申します。

● 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

平成 25 年度

住民基本台帳の閲覧状況について
せら知お

● 問合先　市民課記録管理係（　 ☎㉓２１２９）
平成 25 年度

期　間 申請件数 閲覧件数

４〜９月 ４件 647 件

10 〜３月 ３件 433 件

合　計 ７件 1,080 件

■住民基本台帳の閲覧状況
　住民基本台帳法に基づき、平成 25 年度の住民基本台帳の
閲覧状況を公表します。件数は、左の表の通りです。

※閲覧申請者、利用目的などの詳しい内容は、市ホームペー
ジで見ることができます。
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●児童扶養手当とは
　児童扶養手当は、父母の離婚や父
または母の死亡、１年以上の遺棄な
どにより、18 歳に達した日以後の最
初の３月 31 日までの間にある児童
または 20 歳未満の障害児を養育し
ているひとり親家庭の父・母または
養育者に支給されます。
※所得制限などがあります。詳しく

は、下記へ問い合わせてください。
●手当額
▷全額支給の場合
　月　額                     41,020 円
▷一部支給の場合
　月　額   9,680 円〜 41,010 円
▷加算額　第２子
　月　額                       5,000 円
　第３子以降１人につき
　月　額                       3,000 円
※本人および同居の家族の所得に

よって、手当額が算定されます。
●次のような場合には、届け出が必
　要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚
　を含む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受
　けるようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別に　
　なったとき
▷児童または受給者が住所を変更し
　たとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
●支給制限

父または母である受給資格者に対
する手当は、支給開始月から５年ま
たは支給要件に該当した月（父子家
庭の場合は、平成 22 年８月１日か
ら起算します）から７年を経過した
ときは、手当額が２分の１になりま
す。就業または求職活動、就業が困
難なことなど、いずれか証明できる
書類を提出するとこれまでの手当
と同じ額を受給できます。

●新規申請（随時受付）
　認定を受けると、申請した月の翌
　月分から支給されます。

●特別児童扶養手当とは
　特別児童扶養手当は、身体・知的
または精神に中度以上の障害のある
20 歳未満の児童を養育している父ま
たは母、もしくは養育者に支給され
ます。該当する児童がいる母子家庭
などには、児童扶養手当と併せて支
給されます。ただし、対象となる児
童が児童福祉施設などに入所してい
る場合は支給されません。
※所得制限などがあります。詳しく

は、下記へ問い合わせてください。
●手当額
▷障害１級該当児童１人につき月額

　49,900 円
▷障害２級該当児童１人につき月額

　33,230 円
※所得制限によって、支給停止にな
　る場合があります。
●次のような場合には、届け出が必
　要です
▷対象児童が福祉施設などに入所し
　たとき
▷対象児童または受給者が住所を変
　更したとき
▷対象児童の障害の程度が変わった
　とき
▷引き続き手当を受けようとすると
　き（再診断）
●新規申請（随時受付）
　県知事の認定を受けると、申請し
　た月の翌月分から支給されます。

●ひとり親家庭等医療費助成とは
　母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童に対し、
健康保険により医療機関で診療を受
けた場合、医療費の自己負担の一部
が助成されます。
●助成対象者
▷母子・父子家庭の父母
　20 歳未満の児童を養育している人
▷児　童
　18 歳に達した日以後の最初の３月
　31 日までの間にある人
※所得制限などがあります。詳しく

は、下記へ問い合わせてください。
●助成額

受給資格者が医療機関などで受診
し、支払った一部負担金から入院・
外来を問わず１人１月 500 円を控
除した額

●助成金申請の期限
　医療機関などで受診した月の翌月
　から起算して１年以内
●新規申請（随時受付）

認定を受けると、申請した日の診
療分から助成されます。

児童扶養手当 特別児童扶養手当 ひとり親家庭等

　　　医療費助成

ご存じですか？ 子育てを 応援する制度

現在受給している人は、現況届・更新手続きをお忘れなく！
※該当する人には、事前に通知します。

■受付期間
８月 11 日（月）〜 22 日（金）
午前８時 30 分〜午後５時 15 分
※土・日曜日は、除きます。
■受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成
　福祉課子育て支援室（　 ☎㉓２１７４）
▷特別児童扶養手当
　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）
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■受付期間
　８月１日（金）〜 20 日（水）
※郵送の場合は、20 日の消印のあるものまで有効
■受付時間
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分（土・日曜日は除く）

■１次試験
▷試験日　９月 21 日（日）
▷試験会場　市民センター
▷試験内容　高等学校卒業程度の教養試験
※土木、電気は専門試験があります。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

■申込書・試験案内の請求
○８月１日以降に総務課で配布します。
○郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』と

朱書きし、120 円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒
（A ４サイズ）を同封してください。

○申込書は、市のホームページからダウンロードして使用
できます。

■申込・問合先
　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１
　伊万里市役所　総務課職員係（　 ☎㉓２１２７）

※詳細は、『平成 26 年度伊万里市職員採用試験案内』で確認してください。

伊万里の明日を担う市職員を募集します

　
９
月
７
日
（
日
）
か
ら
13
日
（
土
）
ま
で
は
全
国
一
斉
『
救

急
医
療
週
間
』
で
す
。
救
急
医
療
週
間
の
初
日
に
合
わ
せ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
講
習
を
受
け
た
一
般
の
人
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
命
を
救
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
応
急
手
当
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
の
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

● 

日
　
時
　
９
月
７
日
（
日
）

　 

午
前
９
時
〜
正
午

● 

会
　
場
　
伊
万
里
消
防
署

● 

募
集
人
数
　
30
人

● 

受
講
料
　
無
　
料

● 

申
込
方
法
　
電
　
話

● 

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
消
防

　
署
消
防
２
課
救
急
指
導
係

（
☎
㉓
１
１
９
９
）

普
通
救
命
講
習
会

　
地
域
の
防
火
・
防
災
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
消
防
団

員
が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
『
伊
万
里
市
消

防
団
夏
季
点
検
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
12
分
団
対
抗
の
『
第
６
回
小
隊
訓
練
競
技
大
会
』

を
行
い
ま
す
。
大
会
で
は
、
指
揮
者
以
下
31
人
の
出
場
隊
員

が
部
隊
を
編
成
し
、
団
結
力
や
確
実
軽
快
な
動
き
、
厳
正
な

態
度
が
審
査
さ
れ
、
順
位
を
競
い
ま
す
。
出
場
す
る
団
員
は
、

郷
土
愛
を
胸
に
頑
張
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

● 

日
　
時
　
８
月
17
日
（
日
）
午
前
８
時

● 

場
　
所
　
伊
万
里
消
防
署
訓
練
場

● 

問
合
先
　
消
防
調
整
課
（   

☎
㉓
２
１
１
７
）

市
消
防
団
夏
季
点
検

昨年開催の講習会の様子

試験区分 予定人数 受験資格

一般事務 ７人程度 昭和 62 年４月２日から平成９年４月１日までに生
まれた人

一般事務、保育士、土木は、次
のいずれかに該当すること。
①平成 26 年４月１日現在、伊万

里市に住民登録をし、引き続き
居住している人

②伊万里市に居住していた人で、
当時生計を同じくしていた２親
等以内の親族（①に該当）を残
し、市外に居住している人（学
生、Ｕターン希望者など）

保育士 ３人程度
昭和 62 年４月２日以降に生まれた人で、保育士の
資格取得者または平成 27 年３月 31 日までに資格
取得見込みの人

土　木 １人程度 昭和 62 年４月２日から平成９年４月１日までに生
まれた人

電　気 １人程度

次のいずれかに該当する人
・昭和 49 年４月２日以降に生まれた人で電気主任

技術者の資格取得者
・昭和 62 年４月２日から平成９年４月１日までに

生まれた人で、電気主任技術者の認定校において
所定の電気課程を履修し、平成 27 年３月 31 日
までに卒業または卒業見込みの人

保健師 １人程度
昭和 59 年４月 2 日以降に生まれた人で、保健師の
資格取得者または平成 27 年３月 31 日までに資格
取得見込みの人
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▷伊万里・有田消防組合

※詳細は、『伊万里・有田消防組合職員採用試験案内』で確認してください。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格
▷伊万里有田共立病院、特別養護老人ホームくにみ

※詳細は、『伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』で確認してください。

■受付期間
　８月４日（月）〜 22 日（金）
※郵送の場合は、８月 22 日の消印のあるものまで有効

■受付時間
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分（土・日曜日は除く）

■１次試験
▷試験日　　９月 21 日（日）
▷試験会場　佐賀県立佐賀工業高等学校（佐賀市）
▷試験内容　高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
○右記で配布します。
○郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書

きし、120 円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（A ４
サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
▷『伊万里有田共立病院』について

〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
伊万里有田共立病院 （☎㊻２１２１）

▷『特別養護老人ホームくにみ』について
　〒 849-4153　有田町立部乙 2460 番地
　伊万里・有田地区特別養護老人ホームくにみ
　（☎㊻４１８１）
▷『伊万里・有田消防組合』について
　〒 848-0027
　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課
　（☎㉓２１１６）

伊万里有田共立病院／特別養護老人ホームくにみ／
伊万里・有田消防組合の職員を募集します

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

消防士 若干人

昭和 62 年４月２
日以降から平成
９年４月１日ま
でに生まれた人
※消防職員とし

て２年以上の
実務経験があ
る場合または
救急救命士の
免許取得者は、
昭 和 60 年 ４
月２日以降に
生まれた人

①平成 26 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録をし、引き続き
居住している人

②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた２親
等以内の親族を残し、市町外に居住している人（学生、U ターン希望者など）

※①または②のいずれかに該当し、採用後に伊万里市または有田町に居住する
ことができる人に限ります。ただし、消防職員として２年以上の実務経験が
ある場合または救急救命士の免許取得者は、①または②は問いませんが、採
用後に伊万里市または有田町に居住することができる人に限ります。

③普通自動車第１種運転免許取得者または平成 27 年３月 31 日までに取得見
込みの人

④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力
矯正を含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴
力が正常であること。

試験区分
（勤務予定）

予定人数 年齢制限 その他の受験資格

看護師
（病　院）

３人程度
昭和 59 年４月２日
以降に生まれた人

看護師の免許取得者、または平成 26 年度実施の看護師国家試
験により免許取得見込みの人

放射線技師
（病　院）

２人程度
昭和 59 年４月２日
以降に生まれた人

診療放射線技師の免許取得者、または平成 26 年度実施の診療
放射線技師国家試験により免許取得見込みの人

社会福祉士
（特老くにみ）

１人
昭和 49 年４月２日
以降に生まれた人

社会福祉士の資格取得者、または平成 26 年度実施の社会福祉
士国家試験により資格取得見込みの人

介護支援専門員
（特老くにみ）

１人
昭和 39 年４月２日
以降に生まれた人

介護支援専門員の資格取得者

介護職
（特老くにみ）

２人程度
昭和 54 年４月２日
以降に生まれた人

ヘルパー２級以上もしくは介護福祉士の資格取得者、または平
成 26 年度実施の介護福祉士国家試験により資格取得見込みの人

　　◆伊万里有田共立病院からのお知らせ◆
　　　耳鼻咽喉科の診療日を、８月から『水・金曜日』に変更します（８月１日は休診）。9 2014.8
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● 問合先　佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課給付係（☎０９５２◯８４７６）
　　　　   長寿社会課医療保険係（☎㉓２１５３）

　
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
現
在

服
用
し
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
に
切
り
替

え
た
場
合
に
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
を
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き
る
か
試
算

し
た
差
額
通
知
は
が
き
を
『
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ
』

と
し
て
、
対
象
と
な
る
皆
さ
ん
に
７
月
末
か
ら
郵
送
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

通
知
に
は
薬
代
に
か
か
っ
た
金
額
の
み
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
と
薬
代
が
安
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
、
切
り
替
え
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の

特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
医
薬
品
で
す
。
先
発
医
薬
品
と
同
等

の
有
効
成
分
・
効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品
で
す
が
、
ま
っ
た
く
同
一

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る

場
合
、
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
処
方
さ
れ
た
先
発
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
場

合
に
、
１
か
月
あ
た
り
一
定
額
以
上
自
己
負
担
額
の
軽
減
が
見
込
ま
れ

る
人
が
対
象
で
、
必
ず
し
も
全
員
に
送
付
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
窓
口

　
皆
さ
ん
か
ら
の
通
知
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
答
え
る
た
め
、
問
い

合
わ
せ
専
用
窓
口
『
国
民
健
康
保
険
中
央
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
』
を
設

け
て
い
ま
す
。
通
知
書
裏
面
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先

▽
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課
給
付
係

 

（
☎
０
９
５
２
◯
８
４
７
６
）

▽
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
（
　 

☎
㉓
２
１
５
３
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
と

　
　
　
　
薬
代
が
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

64

後期高齢者医療制度
長期入院時の食事代の取り扱いが変わりました

８月１日から

64

　佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者が、住民税非課税世帯で区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認
定証の交付を受けていて長期入院該当の場合は、申請により入院時の１食当たりの食費が、210 円から 160
円に減額されます。８月１日から、対象者の要件や入院日数の積算要件が緩和されました。変更内容は、下の

【表】の通りです。

対象となる被保険者の要件や入院日数の積算要件 変更前
変更後

８月１日〜

対　象　者
　※①と②の両方

に該当する人

①佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者になる
前に世帯の全員が住民税非課税

×
（対象外）

○
（対象）

②佐賀県後期高齢者医療広域連合の被保険者になる
以前の医療保険で『限度額適用・標準負担額減額
認定証（区分Ⅱ）』の交付を受けている

×
（対象外）

○
（対象）

入院日数の積算
　※対象者が入院

した場合の積算

該当する前（他の医療保険、他県の広域連合の被保
険者であった期間）の入院日数

×
（合算対象外）

○
（合算対象）

【表】『長期入院該当』の対象者の要件および入院日数の積算対象の変更点

▷長期入院該当とは
　すでに区分Ⅱの限度額適用・標準負担額限度額認定証の交付を受け、過去 12 か月の入院日数が 90 日を超える入

院期間がある場合で、申請し、認められた場合のことをいいます。
▷過去 12 か月の入院日数とは
　長期入院該当申請日が例えば平成 26 年８月 20 日の場合、平成 25 年９月１日〜平成 26 年８月 20 日の 12 か月

間で入院した日数のことをいいます。

102014.8



市内２つの小中一貫校がスタートしました

　４月から、市立南波多小学校・中学校が『小中一貫校南波多校』として、滝野小学校・中学校が『小中一貫校滝
野校』として新たにスタートしました。９年間の一貫した指導により、『学び』と『育ち』をつなぐことで、中１ギャッ
プ（学習意欲低下、不登校、自尊感情低下）を軽減するとともに、土台（基礎、基本）をしっかりと築き、一人一
人の個性と能力を伸長します。この２校については、これまでも小・中連携でさまざまな行事を行ってきています。
小中一貫校になったことでさらに活動が活性化していくことが期待できます。今回は、これまで小・中が一緒に取
り組んできた行事などを紹介します。

● 問合先　学校教育課（☎㉓３１８５）

小中一貫校になって（特色ある教育活動）
▷中学校の教師が小学校で、小学校の教師が中学校で授業を行う、乗り入れ授業を推進します。
▷小・中学校合同での学校行事、異学年の交流活動を推進します。

小中一貫校 滝野校
市立滝野小学校／市立滝野中学校

　小中合同の運動会で、中学生が小学１年生の
手を引いて走る姿がとても印象的でした。また、
小学生も中学生も声を枯らして応援したり、精
一杯踊ったりする姿に感動しました。小学生は
一生懸命な中学生の姿に学び、中学生は小学生
の手本となるようにまじめに頑張る、そんなと
ころが南波多校のよさだと実感しました。

保
護
者
や
地
域
の
声

　製茶の袋詰めは、中学生の見事な手さばきを
小学生が学ぶよい機会となっています。私も小
学生の時から茶摘みをしてきました。お茶は滝
野地区の大事な産業です。茶摘みを通して、働
くことの大切さと、地域の特産品について学ぶ
とともに、小学生のよさ、中学生のよさにお互
い気づくことができればと思っています。

▷南波多校運動会
中学生の毅然とした姿
に学ぶ小学生、小学生
に笑顔で優しく寄り添
う中学生の姿が見られ
ます。

▷小中合同ボランティア
小・中学生が額に汗し、
自分たちが住む『ふる
さと南波多』に感謝の
気持ちを届けます。

▷ふれあいコンサート
小・中学生の澄んだ歌
声が響き渡ります。最
後に地域の皆さんと

『ふるさと』を合唱。
学校と地域が一体とな
る瞬間です。

（５月）小中一貫校南波多校運動会

▷茶摘み
小学生と中学生、そし
て保護者の皆さんにも
協力いただき、茶の栽
培を行っています。

▷小中合同体育大会
夏休みを活用して、小
学校高学年と中学生が
応援内容を練り上げ、
小学校低・中学年に教
えこむ場面は、真剣そ
のものです。

▷奉納相撲
12 月１日の山ン寺奉
納相撲に向けて、体育
科で小・中学生が一緒
に『しこふみ』や『す
り足』の練習をスター
トします。（11 月）ふれあいコンサート

（10 月）小中合同ボランティア

小中一貫校 南波多校
市立南波多小学校／市立南波多中学校

【小・中学校共通教育目標】
　ふるさとを愛し、志をもつ児童生徒の育成

【小・中学校共通教育目標】
　確かな学力を身につけ自分の思いや考えを表現
しようとする児童生徒の育成

（５月）茶摘み

（12 月）奉納相撲

（９月）小中合同体育大会
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夏
バ
テ
に
は
、
う
な
ぎ
の
か

ば
焼
き
、
特
に
土
用
の
丑う
し

の
日

の
う
な
ぎ
は
重
宝
が
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
な
ぎ
が
、
近
い
将
来
、

絶
滅
の
危
険
性
が
高
い
と
い
う

こ
と
で
、
国
際
自
然
保
護
連
合

が
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
小
さ
い
頃
、

う
な
ぎ
釣
り
を
よ
く
し
ま
し
た
。

う
な
ぎ
は
、
梅
雨
か
ら
夏
に
か

け
て
大
雨
が
降
っ
た
後
の
川
や

海
が
濁
っ
た
時
の
夜
釣
り
が
一

番
釣
れ
ま
し
た
。
夕
方
に
ミ
ミ

ズ
を
採
り
、
日
没
と
同
時
に
仕

掛
け
ま
す
。
何
本
も
仕
掛
け
る

の
で
、
夜
の
10
時
頃
ま
で
に
５

匹
ぐ
ら
い
は
掛
か
っ
て
い
ま
し

た
。
調
理
は
、
カ
ボ
チ
ャ
の
葉

で
う
な
ぎ
を
つ
か
み
、
ま
な
板

に
乗
せ
頭
に
釘
を
打
ち
、
包
丁

で
３
枚
に
お
ろ
し
ま
す
。
そ
れ

を
七
輪
で
焼
く
と
、
２
、３
軒
先

ま
で
匂
い
が
充
満
し
、「
匂
い
だ

け
な
の
か
」
と
恨
め
し
が
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
小
遣
い
稼
ぎ

に
町
内
の
家
を
回
り
、
１
匹
15

円
で
買
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
お

金
で
ア
イ
ス
ボ
ン
ボ
ン
が
３
本

買
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

う
な
ぎ
は
、
釣
る
以
外
に
も

『
ト
ッ
ポ
ン
』
と
呼
ん
で
い
た
道

具
で
も
捕
獲
し
て
い
ま
し
た
。
70

㌢
程
の
長
さ
に
切
っ
た
孟も

う
そ
う
ち
く

宗
竹
の

筒
の
入
り
口
に
『
も
ど
ら
ず
』
を

装
着
し
、
竹
の
中
に
魚
の
切
れ
端

の
エ
サ
を
入
れ
、
夕
方
、
潮
が
満

ち
る
前
に
、
お
も
し
を
上
か
ら
乗

せ
、
海
底
や
川
底
に
設
置
し
て
、

一
晩
置
き
ま
す
。
一
網
打
尽
な
ら

ぬ
一
穴
打
尽
で
、
こ
れ
に
は
よ
く

う
な
ぎ
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

る
朝
、
そ
の
ト
ッ
ポ
ン
を
逆
さ
に

し
て
う
な
ぎ
が
入
っ
て
い
る
か

確
か
め
て
い
た
ら
、
左
の
手
の
ひ

ら
に
ズ
ド
ン
と
手
応
え
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
大
物
だ
と
思
っ

た
瞬
間
、
う
な
ぎ
が
指
の
間
か
ら

ス
ル
リ
と
す
べ
り
落
ち
、
捕
ま
え

る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
に
逃
げ
て

い
き
ま
し
た
。
約
50
年
前
の
こ
と

で
す
が
、
未
だ
に
う
な
ぎ
の
季
節

に
な
る
と
あ
の
ヌ
ル
リ
と
し
た

手
の
感
触
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
よ
い
よ
う
な
ぎ

が
少
な
く
な
れ
ば
、
値
段
も
う

な
ぎ
昇
り
と
な
り
、
到
底
私
た

ち
の
口
に
は
入
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
思
う
と
、
自
分
で

釣
っ
た
う
な
ぎ
が
食
え
た
昭
和

の
時
代
も
遠
く
な
っ
た
も
の
だ

と
感
じ
ま
す
。

　

う
な
ぎ

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

『伊万里フェア』福岡で開催中

市制施行 60 周年記念事業

　７月１日から福岡市のホテルで『伊万里フェア』を
開催しています。これは、ホテル館内で伊万里産食材
を中心とした料理を伊万里焼の器で提供したり、伊万
里焼の壷

つぼ

や風鈴などを飾ったりして、宿泊客や来館者
に伊万里の魅力を感じてもらうことで伊万里への集客
を図るために行っているものです。
● 期　間
　９月 30 日（火）まで
● 場　所
　福岡市博多区博多駅

前 3-3-3
ＡＮＡクラウンプラ
ザホテル福岡

● 問合先
観光課伊万里ブラン
ド係（☎㉓２１１０）

　市民一人一人の防災意識の向上と地区防災会の組
織強化を目的に、『防災・減災フォーラム in いまり』
を開催します。
● 日　時　８月 24 日（日）
　　　　　午後１時 30 分〜午後４時 30 分
● 場　所　市民センター　文化ホール
● 内　容
▷記念講演
　演題　『地域の安全を守るには
　　　　　　  ー平素が決め手に』
　講師　片

かたやまよしひろ

山善博さん
　　　　　　（慶應義塾大学教授）
▷パネルディスカッション
● 入場料　無　料
● 問合先　防災危機管理課（　 ☎㉓２１３０）

↑ホテルで提供されている伊
万里産の食材を使った料理

片山善博さん

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
』

を
、
市
民
や
観
光
客
に
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
市
が
製
作
し
た

い
ま
り
ん
モ
ー
モ
ち
ゃ
ん
の
看
板

を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
希
望

者
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
実
物
は
、
カ
ラ
ー
で
す
。

● 

貸
出
数
　
15
基
程
度

● 

看
板
仕
様
　
市
製
作
の
統
一
デ

　
ザ
イ
ン
の
も
の
（
高
さ
１
・
５

（
足
０
・
２
）
㍍
×
横
０
・
４
㍍
）

● 

看
板
貸
出
・
取
付
料
　
無
　
料

● 

申
込
方
法
　
観
光
戦
略
室
か
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
申
込

用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）。

※
申
し
込
み
条
件
が
あ
り
ま
す
。

● 

添
付
書
類
　
取
り
付
け
場
所
の

　
分
か
る
地
図

● 

申
込
期
間
　
８
月
11
日
（
月
）

〜
29
日
（
金
）

● 

決
定
方
法
　
申
し
込
み
多
数
の

　
場
合
は
抽
選
。
決
定
者
に
の
み

連
絡
し
ま
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
観
光
課
観
光
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『防災・減災フォーラム in いまり』
を開催します
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